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安
倍
首
相
は
本
年
七
月
三
日
の
衆
議
院
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
以
下
、
「
特

別
委
員
会
」
と
す
る
。
）
で
、
自
民
党
本
部
で
行
わ
れ
た
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
の
勉
強
会
で
講
師
に
招
か
れ
た
百
田
尚
樹

氏
が
、
「
沖
縄
の
二
つ
の
新
聞
は
絶
対
に
つ
ぶ
さ
な
あ
か
ん
」
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
報
道
、
言
論
の
自
由
を
軽
視

す
る
よ
う
な
発
言
、
あ
る
い
は
ま
た
沖
縄
県
民
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
負
担
軽
減
、
沖
縄
振
興
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
我
が

党
の
努
力
を
無
に
す
る
か
の
ご
と
き
発
言
が
行
わ
れ
た
」
と
の
答
弁
を
し
、
更
に
発
言
し
た
国
会
議
員
に
つ
い
て
、
「
国
民

の
信
頼
を
大
き
く
損
ね
る
発
言
で
看
過
で
き
な
い
と
考
え
、
谷
垣
幹
事
長
と
も
相
談
の
う
え
処
分
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

安
倍
首
相
は
今
回
の
自
民
党
本
部
で
の
百
田
氏
、
国
会
議
員
の
発
言
に
対
し
、
六
月
二
十
六
日
の
「
特
別
委
員
会
」
の
答

弁
で
は
、
「
会
合
で
ど
う
ゆ
う
発
言
を
し
た
か
、
私
が
話
す
立
場
に
な
い
」
ま
た
、
「
私
的
な
勉
強
会
で
自
由
闊
達
な
議
論

が
あ
る
。
言
論
の
自
由
は
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
だ
」
等
と
述
べ
て
い
る
。
明
ら
か
に
六
月
二
十
六
日
の
答
弁
と
七

月
三
日
の
答
弁
と
は
大
き
な
違
い
が
出
て
い
る
が
、
答
弁
で
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
出
て
き
た
の
か
安
倍
首
相
の
見
解

如
何
。
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二

安
倍
首
相
は
七
月
三
日
の
「
特
別
委
員
会
」
で
、
「
大
変
遺
憾
で
非
常
識
な
発
言
だ
」
と
し
、
「
党
本
部
で
行
わ
れ
た
勉

強
会
だ
か
ら
最
終
的
に
は
私
に
責
任
が
あ
る
」
と
自
ら
の
責
任
に
言
及
さ
れ
た
が
、
何
故
問
題
直
後
の
六
月
二
十
六
日
に
言

わ
ず
、
七
月
三
日
に
な
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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